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1. はじめに
近年クラウドソーシングが，主に計算機には困難だが人だと

容易なタスクを低コストで実現するサービスとして注目されて
いる．クラウドソーシングは依頼者，ワーカー，クラウドソーシ
ングシステムの 3者で構成され，依頼者はワーカーに対し様々な
タスクを依頼する．ワーカーは依頼タスクの中から自身が実施
可能なタスクを実行し，タスクの対価として報酬を得る．また他
の依頼者やワーカーの評価スコアを見ることも可能である．代
表的なサービスとしてはアメリカでは Amazon社が行っている
Amazon Mechanical Turk，日本でも最近注目されているUber
社の UberEatsやランサーズ社のランサーズなどが著名である．
本サービスの問題点は，一民間企業がサービス利用者の個人

データやワーカーの評価スコアを集中的に管理することである．
管理サーバが攻撃されるとこれらデータの書き換えや破損の可
能性がある．また運用会社の従業員などがワーカーの評価デー
タを書き換える可能性も考えられる．これらの問題を解決する
にはブロックチェーンの活用が有効である．ブロックチェーン
を使用することでデータを分散管理でき，またブロックごとに
データが保存され一度データが保存されるとデータの改変は困
難である．さらに利用者をアドレスで管理するため利用者のプ
ライバシィ情報の秘匿も可能である．そこで本稿ではブロック
チェーンを利用したクラウドソーシングのワーカーの評価シス
テムの一例として，UberEatsなどの宅配サービスの配達者の評
価システムを提案する．

2. 提案システム
本研究の提案システムはプラットフォーム層，ブロックチェー

ン層，配達者の 3層で構成される．配達者はすべて自転車で配達
を行うものとし，配達中は自転車に取り付けられたスマートフォ
ンで加速度データを取得することを想定する．プラットフォー
ム層は配達者の信用スコアを自転車の走行状態に基づき算出す
る．ブロックチェーン層は配達者の識別子と評価スコアを管理
する．
ブロックチェーンでは，サービスを利用するための登録処理

と，配達依頼から配達完了までの配達処理の 2種類の処理を行
う．登録処理では配達者は配達サービスを行うための登録をプ
ラットフォーム層に個人情報を送信することで行う．プラット
フォーム層は配達者から送られてきた個人情報をブロックチェー
ン層に保存することで配達者がサービスを利用できるようにな
る．この時，ブロックチェーン層では配達者の識別子を匿名化
して保存する．
配達処理ではサービス利用者から配達依頼があるとブロック

チェーン層に配達依頼が保存され，ブロックチェーン層は配達
を依頼する配達者を選択し，配達依頼を受けた配達者は配達を
行う．配達終了後，配達中の走行データをブロックチェーンに
保存し，プラットフォーム層が配達中のデータを用いて評価ス
コアを更新する．最後にプラットフォーム層は更新した評価ス
コアをブロックチェーン層に保存する．このような動作にする
ことでプラットフォーム層からは，どの配達者がどの配達を行っ
たかが不明となりユーザの匿名性が向上する．
評価スコアを計算するための評価尺度としては，運転の安定

性と平均速度を使用する．運転の安定性は自転車の左右の加速
度の標準偏差の逆数を，平均速度は配達中の停止中以外の移動
中の平均速度を使用する．評価尺度ごとに正規化したものに情
報エントロピーを掛け合わせるエントロピー重み付け法 [1]を用

いて，配達ごとに各配達者の評価スコアを更新する．

3．数値評価
Pythonで作成したシミュレータを用いて，提案システムの数

値評価を行った．配達者は 1,000人としし，通常の運転をする
配達者と，乱暴な運転をする配達者を各々500 人とし，ランダ
ムに選択した配達者が配達を行い，全体で配達が 50回行われる
ごとに全配達者の評価スコアを更新した．配達者の評価スコア
の更新に用いる運転の安定性は，安全が確保された広場でスマ
ホを取り付けた自転車で通常の運転と蛇行運転を行った場合の，
スマホの加速度センサで測定されたデータを用いた．取得デー
タを元に通常の運転と乱暴な運転のそれぞれのデータセットを
複数作成し，各々の平均値と標準偏差を使用した．平均速度に
ついては [2]で示されている値を使用した．信用スコアの初期値
は 0.5とした．

図 1 運転の安定性，平均速度，評価スコアの関係

図 1に，各配達者の評価スコアが 10回更新された時点の，各
配達者の運転の安定性を横軸に，平均速度を縦軸に，評価スコ
アの値を青から赤色でプロットする．赤くなるほど評価スコア
の高い配達者，青になるほど評価スコアの低い配達者を表す．運
転が安定しているほど，また平均速度が速い配達者ほど評価ス
コアが高くなり，逆に運転が乱暴なほど，また平均速度が遅い
配達者ほど評価スコアが低く評価されることが確認できる．提
案システムを用いることで，評価スコアが低いユーザには配達
の依頼を避けることや注意を行うことで，配達サービスの質の
向上が期待される．今後の課題として，ブロックチェーンの各
処理のスループットの評価を行う予定である．
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